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授 業 Ⅱ

音 楽 科 学 習 指 導 略 案
５年３組　29名　指導者　　福　留　健　之　

　本授業では，以下の検証を行うものである。

　子どもが，言語活動を通じて音楽に対する自分の思いや意図を積極的に表現することが，音楽表現

を豊かにすることに結び付いているか。

１　題　　　材　　いろいろなひびきを味わおう
　　「いつでもあの海は」　佐田和夫作詞／長谷部匡俊作曲

　　「リボンのおどり（ラバンバ）」　浮龍明子日本語詩／メキシコ民謡／原由多加編曲

　　「双頭のわしの旗の下に」　Ｊ．Ｆ．ワーグナー作曲

　　「アイネクライネナハトムジーク第１楽章」　モーツァルト作曲

２　目　　　標
　歌声や楽器が重なり合ういろいろな響きの特徴や違いを感じ取りながら，思いや意図をもって表現し

たり，想像豊かに聴いたりすることができるようにする。

　音の特徴や音色の違いを生かして，全体の響きや全体の響きのバランスに気を付けながら，音の組み

合わせを工夫して演奏することができるようにする。

３　題材の評価規準
○　声や音が重なり合う美しい響きを求めて表現したり聴いたりする学習に進んで取り組もうとしてい

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【音楽への関心・意欲・態度】

○　旋律の重なり方の違いが生み出す響きのよさを感じ取り，美しい響きになるように表現の仕方を工

夫している。　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【音楽表現の創意工夫】

○　旋律の重なり方や拍子の特徴を生かして，表情豊かに歌ったり楽器を演奏したりしている。

【音楽表現の技能】

○　いろいろな楽器の音が重なり合う響きの違いや，曲想とその変化などの特徴を感じ取ったり，楽曲

の構造を理解したりして，味わって聴いている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　【鑑賞の能力】

４　指 導 計 画（総時数９時間）

５　本　　　時（６／９）

　⑴　目　　標

　　　旋律の重なり方や拍子の特徴を生かして，表情豊かに楽器を演奏することができるようにする。

　⑵　評価規準

　　　音が重なり合う美しい響きを求めて表現する学習に，進んで取り組もうとしている。

【音楽への関心・意欲・態度】

１　「いろいろなひびきを味わおう」という題材で，歌声や楽器の音が重なり合う響
きを感じたり，きれいな響きを味わって演奏したりする学習に取り組むことを知る。

【関：声が重なり合う美しい響きを求めて表現する学習に進んで取り組もうとしている。】

　「いつでもあの海は」

２　範唱を聴いて曲の感じをつかみ，意味を考えながら主旋律を歌う。
【技：旋律の重なり方を生かして，表情豊かに歌っている。】

３　響きをつくるもう一つの旋律を練習して，重なり合う響きを感じながら合唱
する。

【創：旋律の重なり方の違いが生み出す響きのよさを感じ取り，美しい響きになるように表現の

仕方を工夫している。】

　「リボンのおどり」

４　「リボンのおどり」の楽譜を見て，①〜⑦のパートの特徴について話し合い，
それぞれのパートにふさわしい楽器を選んで練習する。

【技：旋律の重なり方や拍子の特徴を生かして，表情豊かに楽器を演奏している。】

５　曲全体のまとまりを考えて，繰り返す回数を決め，旋律やリズムの重ね方を
工夫して響きの変化を楽しんで演奏する。

【関：音が重なり合う美しい響きを求めて表現する学習に，進んで取り組もうとしている。】

　「双頭のわしの旗の下に」

６　曲の感じが変化する所に気を付けながら，吹奏楽の響きを楽しむ。
【鑑：いろいろな楽器の音が重なり合う響きの違いを感じ取ったり，楽曲の構造を理解したりし

て，味わって聴いている。】

　「アイネクライネナハトムジーク第１楽章」

７　強さの変化に気を付けながら弦楽合奏の響きを楽しむ。
【鑑：曲想とその変化などの特徴を感じ取りながら聴いている。】
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授 業 Ⅱ

図画工作科学習指導案
６年３組　28名　指導者　　髙　島　芳　倫　

 　本授業は，以下の検証を行うものである。

     ○　市立美術館で美術作品を鑑賞して，そこで気付いたことや学んだことを次の自分の表現に生か

　　 すことができるようにすれば，子どもの感性はより豊かになるのではないか。

 　○　鑑賞活動が表現活動につながっているという実感を子どもにもたせることができたか。

１　題　材　 教えてアーティスト！ ～美術館作品の鑑賞を生かして～（絵・立体・鑑賞）
２　目　標

　自分の思いを作品に表現するために，鹿児島市立美術館に展示されている作品を感性を働かせながら
鑑賞し，そこから気付いたことや学んだことを，自分の作品の製作に生かすことができるようにする。

３　題材の評価規準
　 ○　自分の表したい主題をもち，感性を働かせながら美術作品を分析的に鑑賞し，鑑賞して得た感覚的・

技能的な情報等を自分の表現に生かそうとしている。　　　　　　　    　【造形への関心・意欲・態度】
　○　鑑賞活動から発想して，気付いたことや学んだことを自分の作品の主題にどのように生かし，表す

かを構想している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    【発想や構想の能力】
　○　鑑賞した作品の技能的・感覚的なよさを，自分の表現に生かしながら製作している。　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　    【創造的な技能】
　○　美術作品から読み取った情報を文章や絵に表すとともに，友達の作品を鑑賞するなかで自他のよさ

を認め合い，考えを深めている。　　　　　　　　　　　            　　　  　　　　　　【鑑賞の能力】
４　題材について

⑴　題材の価値
　本題材は，子どもが表そうとする主題を基にして，子ども自ら休日を利用して，鹿児島市立美術
館に展示されている作品で鑑賞活動を行い，そこから気付いたことや学んだことを自分の表現に生
かして作品を製作，鑑賞する活動である。自分の表したいことをよりよく表現するためという動機
の基に主体的に鑑賞活動を行わせ，そこから得た情報を生かしながら自分の主題を色と形で表現し
ていくという喜びを味わわせることをねらいとしている。
　この時期の子どもたちは，造形活動において一人一人の特性や傾向がはっきりしてきて，その子
らしい主題で表そうとしたり，手ごたえのある材料や用具を使おうとしたりするような特徴が出て
くる。また，鑑賞活動においては，自分なりの感じ方や見方をしようとする傾向が強まってくると
同時に，他者の立場から見ることができるようになる。
　本題材の価値は，この時期の子どもの造形活動及び鑑賞活動の傾向を基に，市立美術館の作品を
鑑賞して得た情報を自分の作品製作に生かしながら，自分なりに納得のいく作品を完成させるとい
う，鑑賞活動が表現活動に生かされていくというところにある。また，鑑賞活動の場として市立美
術館を利用するが，館内に展示された我が国や諸外国の美術作品からよさや美しさを感じ取る力や，
作品展示の仕方や雰囲気等から，それらを大切にしようという態度も育まれるものと考えられる。

⑵　子どもの実態と指導
　本学級では，図画工作科での表現活動に対する興味・関心は比較的高いが，３割は自分の表現に
自信をもてずにいる。その原因の８割以上が，絵に表すことを苦手としていることで，みな共通し
て「かきたいと思うイメージはあるが，思うようにかけない」という課題をもっている。また，鑑
賞活動においては，友達の作品を鑑賞することは好きだが，自分の作品を見られるのは好まない子
どもが７割を超えている。これは自分の表現に自信がないことが原因であると推測される。また，
本やテレビ番組等で美術作品を見たことはあるが，芸術作品を鑑賞する目的で市立美術館を訪れた
経験のある子どもは１名のみで，美術館という施設を訪れた経験が一度もない子どもが全体の６割
という実態である。
　このことから本題材では，まず美術館の鑑賞活動で表し方の感じの違いに気付いたり，作者の表
現意図等を想像したりする楽しさに気付かせたい。その後の表現活動では，鑑賞したことを生かし
て創造的に表す楽しさやつくりだす喜びを味わわせながら，そのよさを友達と共感し合うことがで
きるような指導を行う必要があると考える。例えば，前述した「イメージはあるが，思うようにか
けない」子どもには，美術館で鑑賞する際に，自分の課題解決のために，何をどのように情報とし
て得てくればよいかという明確な目的をもたせた上で，「美術館でアーティストに教えてもらおう」
と語りかけ，後に意欲的かつ主体的な表現活動へとつながるように働きかける。また，自分の主題
を表すために，美術作品から読み取ったことを自分なりに解釈し，自らの表現活動に生かすことが
できている子どもに積極的に言葉を掛け，励ましながら，学級のみんなが表現活動に自信をもつこ
とができるようにしたい。さらにこの題材での学習を通して，表現の自由性に気付かせたり，自他
の作品を認め合う心を育んだりしながら，鑑賞活動と表現活動の密接なつながりに気付かせられる
ような指導を心掛けたい。
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　⑶　指導に当たって

　「つかむ」過程では，旋律が変化しながら繰り返されていく構造をもつ楽曲を聴かせ，その音楽の

もつ面白さに気付かせるようにする。

　「見通す」過程では，パートの組み合わせや繰り返すときの工夫について具体的に確認させること

により，子どもの思いや意図を明確に演奏に生かすことができるようにしたい。

　「追究する」過程では，子どもたちの感性や発想を生かして，繰り返す回数やパートの組み合わせ

を工夫させたい。また，演奏するときに戸惑うことがないように，繰り返す回数や演奏するパートが

分かるように板書や楽譜を分かりやすく提示するようにしたい。

　「磨き合う」過程では，自分たちの演奏を録音して鑑賞する活動を取り入れ，技能的なことやパー

ト間のバランスについて気付いたことを話し合わせ，さらによい演奏にするにはどのようなことに気

を付けたり工夫したりすればよいか考えさせるようにする。

　「振り返る」過程では，旋律を繰り返して演奏するときに気を付けたり工夫したりしたことを振り

返らせ，自分たちの思いや意図を表現に生かすことの面白さに気付かせるようにしたい。

　⑷　本時の展開　　　　　　　　　　　　〔　　〕子どもの意識　　　　　　教師の手立て　　※評価

主 な 学 習 活 動 と 教 師 の 手 立 て ・ 評 価

１　旋律が変化しながら繰り返されていく構造
を持つ楽曲を聴かせ，どのような工夫がされ
ているか話し合う。

　・同じ旋律をいろいろな楽器で演奏してい
るね。

　・音色や音の大きさが変化していくと，同
じ旋律の繰り返しも楽しみながら聴くこ
とができるね。

　・「リボンのおどり」でも，同じように繰
り返しを工夫して楽しめないかな。

２　学習課題と追究方法を確かめる。

　「リボンのおどり」を楽しい演奏にす
る工夫について考えよう。

３　学習の進め方を確認する。
⑴　自分が練習しているパートの復習をする。
⑵　楽しい演奏にする工夫について話し合

う。
⑶　演奏の練習をする。
⑷　自分たちの演奏を録音して聴く。
⑸　学習を振り返る。

　・今日の学習の流れが分かったぞ。早くみ
んなと演奏したいな。

４　楽器を準備して自分のパートを練習する。
　・リズムに乗って演奏する感じだったね。
　・演奏がつい速くなってしまうから気を付

けないといけなかったね。
５　楽しい演奏にする工夫について話し合い，

演奏の練習をする。
　・繰り返す回数が少ないとあまり工夫もで

きないね。何回ぐらいがいいかな。
　・パートは，どのような組み合わせにする

といいかな。
　・最後は全員で演奏すると，迫力があって

かっこいいね。
　・強弱の変化もあるとよさそうだね。
６　自分たちの演奏を録音して聴き，気付いた

ことや感じたことについて話し合う。（「きき
タイム」）

　・自分たちが話し合った工夫が，演奏に表
れているね。

　・リズムがそろっていないところがあるよ。
　・音の大きさに気を付けて演奏した方がい

いパートもあるね。
７　本時の学習を振り返る。
　・みんなで工夫して，楽しい演奏ができた

ね。
　・次の時間は，他の楽器も加えて演奏して

みると，もっと楽しくなりそうだね。

　導入で旋律の繰り返しで構成され
た音楽を鑑賞させ，その繰り返しに
ある工夫を気付かせることにより，
本時の学習への関心をもたせるよう
にする。

　工夫されている様々な音楽の要素
に気付かせ，本時の学習への意欲
付けを図る。

　１時間の学習の流れに見通しをも
たせ，学習のねらいを子どもたちが
明確にもてるようにする。

　学習の流れを板書することによ
り，学習の進み方が具体的に分かる
ようにしておく。

　子どもたちの感性や発想を生かし
て，繰り返す回数やパートの組み合
わせを工夫させるようにする。

※　音が重なり合う美しい響きを求めて
表現する学習に進んで取り組もうとし
ている。　（発言の内容や演奏の聴取）

○　積極的に発言して演奏を工夫
しようとする子どもには，その
工夫のよさを考えさせ，音楽に
対する思いや意図をしっかりと
もたせるようにする。

○　演奏の工夫に消極的な子ども
には，技能面の助言をしたり，演
奏に関する具体的な工夫の仕方
を例示したりして学習への意欲
を喚起したい。

　パートの組み合わせや強弱
などを工夫することにより，
演奏が楽しくなることを
理解させる。
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